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   瀬谷中だより ３月号        
令和６年３月４日 

 

        

 

＜学校教育目標＞社会で飛躍する子どもたちの育成 
○ 自ら学ぶ力の育成と基礎学力の定着              〔知〕 

○ 他者を思いやり、礼儀や規律を重んじる態度の育成  〔徳〕 

○ 生命を尊ぶ健康な心と体の育成                〔体〕 

○ 社会に貢献し、様々な人と関わり合う態度の育成   〔公・開〕 
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 歌声のバトンパス 

校長 市村 美穂子    

朝晩の寒さは相変わらず厳しい中、昼間の日差しには少しずつ春が感じられるようになりました。校庭の

梅はいつの間にか花期を終え、「次は自分の番だ」と言わんばかりに、桜のつぼみのピンク色が濃くなって

きたように思います。 

さて、３月１日(金)１、２校時、生徒会主催で三年生を送る会

が開かれました。前半は二年評議員が企画したゲームで大いに盛

り上がり、後半は一、二年生各クラスと生徒会本部が共同制作し

た「三年生ありがとう動画」上映に始まり、在校生代表の言葉と

記念品の印鑑、二年生からの合唱「ほらね、」のプレゼント、そ

して最後は三年生からお返しに「群青」の合唱が披露されて幕を

閉じました。とても見ごたえ・聞きごたえのある２時間でした。 

この行事は「卒業生と在校生の心のつながりを深める」ための

ものですが、もう一つ「生徒自身の手で卒業を祝う場を作ることで、生徒会本部役員他の生徒の企画力、実

行力を高める」というねらいがあります。前日遅くまで残って、在校生代表の生徒が会場を作ったり本番の

リハーサルを行ったり、三年生に喜んでもらおうと熱心に取り組んでいました。もちろん、前日だけでな

く、ゲームの小道具を作って試したり、動画を編集したり、話す内容を考えたりと、これまで多くの時間を

かけてきたようです。前で話す代表の生徒たちも、ノー原稿、もしくは持っていてもほとんど見ずに、自分

の言葉で堂々とスピーチをしていて、素晴らしかったです。 

そして、三年生の合唱。実に見事でした。一、二年生の思いをしっかり受け取り、「これから瀬谷中学校

を引っ張るのは、あなたたちだよ。頑張れ!」というメッセージを歌声で伝えてくれました。素敵なバトン

パスの瞬間に立ち会えて、心から嬉しく思いました。行事のねらいが見事に達成された瞬間でした。 

令和５年度も、あと約一ヶ月で終わります。生徒の皆さん、一年間を振り返ってみてどうですか。クラス

の中での自分、部活動の中での自分、そして家庭での自分。何か一つでもチャンスを見つけ、チャレンジで

きましたか？私はこの一年間、皆さんの授業や行事に取り組む姿、部活動に頑張る姿その他の活躍ぶりを見

てきて、瀬谷中生一人ひとりが、それぞれの歩幅でしっかり成長したと思っています。 

特に、間もなく卒業式を迎える三年生の皆さん。青学年の仲間や先生たちと、様々な経験をして過ごして

きました。もちろん、楽しかったこと、頑張れたこと等良いことだけではなかったはずです。悔しかったこ

と、悲しかったこと、やり残した思いも含め、次のステージでの更なる飛躍を期待しています。 

保護者の皆様。私は常々、子どもたち一人ひとりの中にある種から芽が自然と伸び、それぞれの色の花が

咲くよう環境を整えるのが、教職員の務めだと思っております。今年度どれだけできたか、我々としても一

年間の教育活動をしっかり振り返るとともに、また次年度、生徒たちの秘めた力を引き出すお手伝いが十分

できるよう、研鑽を積んでまいります。一年間ご支援・ご協力をいただきましたことに、心よりお礼を申し

上げます。ありがとうございました。  
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＜美化委員 花の苗植え＞ 

２月２０日（火）、美化委員会による学校の花壇への花の苗植えが行われました。担当した生徒た

ちは、手に持った苗を並べるところから嬉しそうに花を見ていました。土を掘り植えていく様子も

真剣そのものでした。こうして植えられたパンジーなどは、職員玄関前の花壇にきれいに咲いてい

ます。来校される多くの方や、そこを通る多くの生徒を見守り、その学校生活に彩りを添えていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

＜１・２・３年生 百人一首大会＞ 

２月２７日～２９日にかけて各学年の百人一首大会が開催されました。生徒たちは、これまでに歌の上

の句と下の句の対応を語呂合わせで覚えたり、各教室で模擬戦を行ったりとそれぞれのペースで百人一首

に取り組んできました。当日は、各会場で、先生たちの読み上げと共に、気合の入ったかるた取り合戦が

繰り広げられていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全国中学生人権作文コンテスト＞ 

 第 42回全国中学生人権作文コンテストで奨励賞を受賞した３年１組 福留希心さんの表彰式が２月 29日

（木）に本校校長室で行われました。全国で約７０万点、神奈川県でも約７万点の応募作品の中から選ば

れたものです。表彰状とともに名前の入った記念メダル等が授与されました。 

 また、瀬谷中学校としても人権意識高揚のための取組が認められ、感謝状をいただきました。今

後も、人との関わりの中で多様性を認め合い、自ら人権意識を高められる学校となるようにしてい

きましょう。 


